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令和６年度　進捗状況の概要
基本理念
「みんながともにつながり支え合い 高齢者も幸せに暮らせるまち みやづ」
１．計画の基本理念と基本目標
本計画は、上記の基本理念を実現するため、次の４つの基本目標を掲げて取り組んでいます。
1．住み慣れた地域でいつまでも暮らせるまち
2．ともにつながり支え合い自分らしく暮らせるまち
3．生涯現役でいきいきと暮らせるまち
4．サービスを利用して安心して暮らせるまち
２．主な取組内容の進捗状況を抜粋（令和６年度）
	基本目標
	基本施策
	主な取組内容（抜粋）

	1.住み慣れた地域で　いつまでも暮らせるまち
	地域包括ケアシステムの推進体制の充実
	（２頁）地域包括支援センターの機能強化、在宅医療・介護連携の推進のためシンポジウムの開催、地域ケア会議の充実

	2.ともにつながり支え合い自分らしく暮らせるまち
	①支え合いの仕組みづくり　②認知症施策の推進　　　　③権利擁護の推進
	（４頁）認知症施策の推進では、認知症カフェの参加者数も増え、全ての目標を達成

	3. 生涯現役でいきいきと暮らせるまち
	①健康づくりの推進　　　　②自立支援・介護予防の推進　③高齢者の社会参加の促進
	（７頁）フレイル対策として介護予防運動教室、転倒予防・口腔機能教室の講師派遣などを実施

	4. サービスを利用して安心して暮らせるまち
	①適切な介護サービス等の提供②介護・福祉を支える人材確保
	（10頁）福祉人材確保のため介護福祉士修学資金貸付、介護福祉士資格取得講習等受講費補助を実施


３．今後の取組方針
・未達成の施策については、各担当部署で課題を分析した上で対応策を検討し、達成した施策については、取組内容をさらに充実させ、継続して事業に取り組んでまいります。

